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① 申請者 

◎鹿児島県（鹿児島市，出水

市，垂水市，薩摩川内市，い

ちき串木野市，南さつま市，

志布志市，南九州市，姶良市） 

② タイプ 

 地域型 / シリアル型 

 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ 

③ タイトル 

（ふりがな） さつまのぶしがいきたまち ～ぶけやしきぐんふもとをあるく～ 

 

薩摩の武士が生きた町 ～武家屋敷群「麓」を歩く～ 

④ ストーリーの概要（２００字程度） 

勇猛果敢な薩摩の武士を育んだ地，鹿児島。そこには，本城の鹿児島城跡や，県内各地の山城

跡の周辺に配置された麓と呼ばれる外城の武家屋敷群が数多く残っています。 

麓は，防御に適した場所に作られ，門と玄関の間に生垣を配置する等，まるで城の中のように

敵に備えた構造を持っていました。そこでは武士達が，心身を鍛え，農耕に従事し，平和な世に

ありながら武芸の鍛錬に励みました。 

鹿児島城跡や麓を歩けば，薩摩の武士達の往時の生き様が見えてきます。 

 

 

 

 

 

 

出水
い ず み

麓
ふもと

（出水市
い ず み し

）     清
きよ

色
しき

城跡
じょうあと

（薩摩
さ つ ま

川内市
せんだいし

）    知覧
ち ら ん

麓
ふもと

（南九州市
みなみきゅうしゅうし

） 

 

※昨年度申請実績 

平成３０年度申請タイトル 

 明治維新の原動力・薩摩藩の武士達が生きた町 ～武家屋敷群「麓」を歩く～ 

変更内容 

・タイトルを短く，わかりやすく変更した。 

・ストーリー及び構成文化財に，外城に対する本城である鹿児島城跡を追加し，ストーリーを理解

しやすいように変更した。 

・観光面での活用や民間を巻き込んだ取組が実現できるよう実施体制を充実した。 

・地域の活性化を図るための手法を具体的に記載するとともに，関連する事業を充実した。 

 



市町村の位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿児島県 

拡大図 

Ⅱ出水市 

Ⅲ垂水市 

拡大図 

Ⅳ薩摩川内市 

Ⅴいちき串木野市 

Ⅵ南さつま市 

Ⅶ志布志市 

Ⅷ南九州市 

Ⅸ姶良市 

Ⅰ鹿児島市 

（様式１－２）

国土地理院ウェブサイトより加工（以下同）
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構成文化財の位置図 

Ⅱ 出水市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 

 

⑯出水麓 

いずみふもと 

⑰城山（亀ヶ城・花見ヶ城） 
しろやま かめがじょう はなみがじょう 

㉒出水の種子島楽 

いずみのたねがしまがく 

⑲旧税所家住宅 

きゅうさいしょけじゅうたく 

⑳旧竹添家住宅 

㉑野間の関跡 
のま  せきあと 

きゅうたけぞえけじゅうたく 

㉔出水麓歴史館収蔵資料 

いずみふもとれきしかんしゅうぞうしりょう 

⑱出水御仮屋門 

いずみおかりやもん 

ゆがわうちおんせん 

㉓湯川内温泉 

拡大図 
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構成文化財の位置図 

Ⅲ 垂水市 

 

 
 
拡大図 

 

 

 
 

㉚垂水
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にんぎょう

 

  

㉙お殿
でん

加神社
かじんじゃ
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㉖林之城
はやしのじょう
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 ㉗お長屋
な が や

 

㉘垂水
たるみず

島津家
し ま づ け

墓所
ぼ し ょ
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● 

拡大図 

㉕垂水
たるみず

麓
ふもと

 



拡大図１

●

●

●●

●

●

拡大図１

㉞かやぶき門

きゅうますだけじゅうたく

㉝旧増田家住宅

いりきふもと

㉛入来麓

すわおんせん

㊲諏訪温泉

きよしきじょうあと

㉜清色城跡

もとむらすわじんじゃれいさい ともな げいのう

㉟元村諏訪神社例祭 に 伴う芸能

いりきおんせん

㊱入来温泉

いりききょうどかん

㊳入来郷土館収蔵資料

拡大図２

拡大図３
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構成文化財の位置図
Ⅳ　薩摩川内市

拡大図１

しゅうぞうしりょう

もん



拡大図２

拡大図３

●
●

●

●

さとふもと

㊴里麓

てうちふもと

㊷手打麓

つぐちばんしょあと

㊸津口番所跡

ぶしおどり

㊹武士踊

かめじょうあと

㊵亀城跡

さと むしゃおどり

㊶里の武者踊

拡大図２

拡大図３
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構成文化財の位置図 

 

Ⅴ いちき串木野市 

 
 
拡大図 
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構成文化財の位置図 

Ⅵ 南さつま市 
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構成文化財の位置図 

  志布志市 

（様式１-２） 

63 志布志麓庭園
しぶしふもとていえん

 

61 地頭仮屋跡
じ と う か りや あ と

 

60 志布志城跡
し ぶ し じ ょう あ と

 

67 津口番所跡
つぐちばんしょあと

 

69 大慈寺
だ い じ じ

 

68 宝満寺
ほうまんじ

跡
あと

 

59 志布志麓
し ぶ し ふ も と

 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

拡大図 

拡大図 

62 志布志麓庭園
しぶしふもとていえん

 

64 志布志麓庭園
しぶしふもとていえん

 

（天水氏庭園
あまみずしていえん

） 

（福山氏庭園
ふくやましていえん

） （平山氏庭園
ひらやましていえん

） 

65 清水氏庭園
きよみずしていえん

 

 66 鳥濱氏庭園
とりはましていえん

 

Ⅶ
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構成文化財の位置図 

Ⅷ 南九州市 

 
 

拡大図 

 

 知覧麓
ちらんふもと

 

 知覧城跡
ちらんじょうあと

 

 亀甲城跡
きっこうじょうあと

 

 知覧麓庭園
ちらんふもとていえん

 

 知覧武家屋敷
ちらんぶけやしき

の茶生垣
ちゃいけがき

 

知覧麓のメインストリート
ちらんふもと
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の 

通
とお

りと石敢當
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構成文化財の位置図 

Ⅸ 姶良市 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

     拡大図１ 
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かもうはちまんじんじゃ

  蒲生
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の紙漉
かみす

き 

 

 蒲 生 麓
かもうふもと

  

      

  蒲生御仮屋門
かもうおかりやもん

● 

     御仮屋犬槙
おかりやいぬまき

●   ● 太鼓
たいこ

踊
おど

り 

（一
ひと

ツ葉
ば

）  

               

 

 

● 蒲 生 城 跡
かもうじょうあと

 

 

 拡大図２ 

                         

 

 

 

 

 

                   蒲生麓 

拡大図 1

拡大図２

● 掛 橋 坂
かけはしざか
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ストーリー 

【鹿児島県内の各地に残る山城跡と武家屋敷群】 

 薩摩の武士というと，勇猛果敢なことで知られており，そのふるさとである鹿児島は，本城の鹿児島

城や，中世以来の山城
やまじろ

の跡と，その周辺に配置された外城の武家屋敷群とが江戸時代を通じて残り，今

も県内各地に数多く残っている全国で唯一の地域です。 
               鹿児島の県土は，遠い昔に今の鹿児島湾から噴出した火砕流が堆積し

た，数 10m から時には 100m を超える厚さのシラスの台地から成ってい

ます。このため広い平野部は少なく，薩摩藩内の山城は，このシラス台

地を利用して，その端に当たる場所に築かれています。 
               山城は戦国時代までは日本中にありましたが，江戸幕府の命令で破壊 

               され，一つの藩に一つの城という制度に変わりました。ところが薩摩藩 
  鹿児島

か ご し ま

城
じょう

本丸
ほんまる

跡
あと

   では，破壊すると田畑に土が流れてくるので破壊できないと幕府に言い

訳し，山城を破壊しなかったため，15m を超えるような空堀
からぼり

に囲まれて，武士達が戦時に籠る曲
くる

輪
わ

など

がいくつも集まっている山城の跡が，県内各地に数多く残っています。実際は，いざという時の拠点と

して残していたとも言われ，山城では，鉄砲や弓などの軍事訓練が行 
われることもありました。 
 中世以来の守護大名であり，戦国時代末には九州全土を平定する勢 
いだった薩摩の島津氏は，豊臣秀吉の九州平定で敗れ，領地を大幅に 
削減されましたが，武士の数は減らしませんでした。このため，薩摩 
藩は他の藩より武士の割合が高くなり，全人口の４分の１程度を武士 
が占めていました。そこで，他の藩のように，本城である鹿児島城 
の城下に全ての武士を集住させることができず，独自の外

と

城
じょう

制度と     清
きよ

色
しき

城跡
じょうあと

（堀切
ほりきり

） 
して，各地の山城の周辺に「麓

ふもと

」（武家屋敷群）をつくり，数十人から時には数千人を配置することに

しました。こうして，各地に武士団の集住地が存在する，薩摩藩独自の制度が生まれたのです。麓は，

シラス台地の端にある山城と近くを流れる川に挟まれた，防御に適した場所に多く作られ，その数は，

江戸時代末の薩摩藩領内には 113 か所もありました。 
              麓の中心には，「仮屋

か り や

」と呼ばれた役所や，私領の場合は領主の屋敷が

ありました。その周囲を「馬場
ば ば

」と呼ばれる何本かの広い道と，人が歩け

る程度の狭い道とで町割され，その間に武家屋敷がそれぞれ隣接するよう

に配置されました。 
              馬場は，メインストリートであると同時に，武士達が馬術の鍛錬をする

場所でした。道の両側の武家屋敷は，近くを流れる川から持ってきた玉
たま

 
蒲生
か も う

御仮屋門
お か り や も ん

   石
いし

等で作られた石垣と，その上に設けられ 
た高い生垣に囲まれており，屋敷内から攻撃しやすい造りです。屋敷内 
に入ろうとすると，門と玄関の間にも石垣や生垣があり，まっすぐには 
進めません。逆に主の部屋の縁側から顔を出すと，入口まで見通せて来 
訪者を確認できます。これらは，全て侵入者に対する備えであり，麓は 
まるで，城の中のように敵に備えて作られていることがわかります。そ 
ような中でも庭園の多くは，付近の山城などを借景

しゃっけい

として美しく造られ    志布志
し ぶ し

麓
ふもと

 
ており，山城と麓の一体化した景観を象徴しています。 
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国境にある出水
い ず み

麓には 3,000 人近い武士 
が配置され，近くの野間

の ま

の関
せき

では，厳しい 
検問が行われました。鹿児島弁が他の地方 
の言葉と著しく異なることを利用して，幕 
府の隠密

おんみつ

を見つけ出していたとも言われて 
います。薩摩藩は，関ケ原の戦いでは敗れ 
た西軍に属し，戦いのあと，藩内に臨戦態     知覧

ち ら ん

麓
ふもと

庭園
ていえん

        出水
い ず み

麓
ふもと

 
勢を敷きながら，幕府と交渉し，ようやく領地を安堵されたことから，幕 
府や隣接する藩への警戒感が強い藩だったのです。海上交通の要衝にある 
手打
て う ち

麓
ふもと

や志布志
し ぶ し

麓
ふもと

などには，交易船を取り締まる津
つ

口
ぐち

番
ばん

所
しょ

がありました。 
                                            

【薩摩の武士団】                   

               麓の子ども達は，郷中
ごじゅう

教育
きょういく

といって，集  津
つ

口
くち

番所
ばんしょ

跡
あと

（手打
て う ち

麓
ふもと

） 
落ごとに年長者が年少者を教える集団教育の方法で育てられました。そ

の教材として，戦国時代に加世田麓を治めた島津忠良が作った日新
じっしん

公
こう

い

ろは歌（ 古
いにしえ

の道を聞きても唱へても我が 行
おこない

にせずばかひなし）など

の人生訓が使われました。その精神は，今の鹿児島の教育にも受け継が

れています。郷中教育では，相撲や剣術（示現流
じげんりゅう

）など体を鍛える修 
お長屋

な が や

（垂水
たるみず

麓
ふもと

）   練や詮議
せ ん ぎ

という解決策を皆で考えあう訓練が重んじられていました。幕

府や他の藩の武士達が，平和な江戸時代に次第に官僚化し武芸を疎かにしていく一方で，麓の武士達は，

地方行政を担う傍ら武芸の鍛錬にはげみ，他の麓との武芸の対抗戦を行うことで，更に磨きをかけまし

た。禄高が低い武士達の多くは農耕に従事し生活しており，また，用水路や石橋の築造を行うこともあ

ったため，普段から体を鍛えることになり，麓の武士達は，日本最強といわれる武士団となっていきま

した。 
 幕末期，薩摩藩の軍事力の土台となったのが，麓の武士達でした。彼らが出陣する際には，普段，一

緒に訓練している麓を中心とした「郷
ごう

（外
と

城
じょう

）」という地区を単位とした部隊編成が行われています。

薩摩藩の風土が生んだ麓，その麓で鍛錬していた藩内各地の武士達の活躍が，明治維新を成し遂げるた

めの大きな力となり，我が国を近代へと突き動かしていくのです。 
 このような薩摩の武士達も，豚骨料理やつけあげを肴に焼酎で 
「ダレヤメ（疲れを取るための晩酌の意）」をしたり，温泉で鍛 
えた体を癒したりしました。武士ならではの勇壮な祭りや農耕に 
従事した武士や領民を慰めるための祭りが伝えられ，武士達の信 
仰を集めた麓周辺の社寺等で奉納されています。農耕だけで生活 
できない武士が作った素朴な人形なども伝えられており，武士達 
の人間味あふれる側面を垣間見ることができます。          士

さむらい

踊
おど

り（加世田
か せ だ

麓
ふもと

） 
                         
 鹿児島には，最強といわれる武士団を育んできた山城と麓を中心とした歴史的景観が，現在も大切に

残されています。中世の山城跡と近世の武家屋敷群がコンパクトに体感できる独特な町並みを歩けば，

どこを訪れても，往時の武士達の生き様をしのぶことができます。 
「ゆくさ，おじゃったもした （ようこそ，おいでくださいました） 鹿児島」 
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ストーリーの構成文化財一覧表 

 
 

番号 文化財の名称 指定等の状況 
 

ストーリーの中の位置づけ 
 

文化財の 
所在地 

①  鹿児島
か ご し ま

城
じょう

跡
あと

（城山
しろやま

） 
国天然記念物
及び史跡 

南北朝時代は上山氏の山城。シラス
地形特有の地形を生かし，関ヶ原の
戦いの後，麓に館を加え，鹿児島城
となる。 

鹿児島市 

②  鹿児島
か ご し ま

城
じょう

大手口
お お てぐ ち

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

三口番所（ミクチバンドコロ）の一つ。
衛士が配備され，上山城（城山）への
立入を制限した。現在の照国神社西方
登山道入り口付近。 

鹿児島市 

③  鹿児島
か ご し ま

城
じょう

新照院
しんしょういん

口
ぐち

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

三口番所（ミクチバンドコロ）の一つ。
大手口と同様に衛士が配備され，上山
城（城山）への立入を制限した。新照
院越を登り詰めた位置付近。 

鹿児島市 

④  鹿児島
か ご し ま

城
じょう

岩崎
いわさき

口
ぐち

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

三口番所（ミクチバンドコロ）の一つ。
大手口と同様に衛士が配備され，上山
城（城山）への立入を制限した。岩崎
谷入口付近。 

鹿児島市 

⑤  鹿児島
か ご し ま

城
じょう

本丸
ほんまる

跡
あと

 県史跡 

初代藩主島津家久によってつくられ
た島津家の居城。本城ともよばれ，
城下町形成及び外城制度の中心とな
る。 

鹿児島市 

⑥  鹿児島
か ご し ま

城
じょう

二之丸
に の ま る

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

藩主の嫡子や諸子，また隠居した藩
主が居住した。県立図書館の周囲の
石垣にその面影を残している。 

鹿児島城 

⑦  探勝
たんしょう

園
えん

 
未指定 
（史跡） 

鹿児島城二之丸庭園で，25 代当主重
豪のときにつくられた。はじめ千秋
園と呼ばれていた。斉彬・久光・忠
義の銅像がある。 

鹿児島市 

⑧  照
てる

国
くに

神社
じんじゃ

 
未指定 
（史跡） 

鹿児島城二之丸に隣接し，天台宗巨
刹南泉院があった場所で，廃仏毀釈
後は島津家代々の総社として鶴嶺神
社が創建された。 

鹿児島市 

⑨  私
し

学校
がっこう

跡
あと

石塀
いしべい

 県史跡 

鹿児島城の御厩跡で，薩摩藩牛馬行
政の中心であったが，その後私学校
となる。弾痕跡が残る石塀が今も趣
を残している。 

鹿児島市 

⑩  天保
てんぽう

年間
ねんかん

鹿児島
か ご し ま

城下
じょうか

絵図
え ず

 
市有形 

（歴史資料） 

天保年間のもので，近世鹿児島城下
の実情を具体的かつ正確に伝える歴
史資料。鹿児島市立美術館蔵。 

鹿児島市 

⑪  喜入
き い れ

旧麓
もとふもと

 
未指定 
（伝建） 

喜入領主肝付氏が所領していた。湧
水の水路のある通りに武家門や石垣
などが残る。 

鹿児島市 
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⑫  給
きい

黎
れ

城跡
じょうあと

 
未指定 
（史跡） 

喜入旧麓の背後にある山城跡。武芸の
稽古をした馬乗り馬場，激しい戦いの
話が伝わる何万ケ宇都などの地名が
残る。島津氏がこの城を手に入れたこ
とを祝って「給黎」から「喜入」とな
ったといわれる。 

鹿児島市 

⑬  肝付家
き も つき け

歴代
れきだい

墓地
ぼ ち

 未指定 
（史跡） 

喜入旧麓を所領していた肝付家の墓
所である。幕末に活躍した小松帯刀の
父・兼善などが眠っている。 

鹿児島市 

⑭  南方
みなみかた

神社
じんじゃ

 
未指定 
（史跡） 

喜入旧麓にあり，給黎城跡の南側に位
置する。永禄８年（１５６５）に島津
一族の喜入季久により再建されたと
いわれる。 

鹿児島市 

⑮  香梅ヶ
こ べ が

渕
ぶち

 
未指定 
（史跡） 

喜入旧麓にあり，時の領主の侍女「香
梅」の悲話が残る渕。エメラルドグリ
ーン色の水はとても美しく，透き通っ
ている。 

鹿児島市 

⑯ 出水
い ず み

麓
ふもと

 国重伝建 
藩境に設けられた麓で，3,000 人近い
武士が配置された。武家屋敷の建物
や石垣，武家門等が現存する。 

出水市 

⑰ 
城山
しろやま

 
（亀ヶ城

かめがじょう

・花見ヶ城
はなみがじょう

） 
市史跡 

出水麓地区は，戦国期に出水地方を
治めた薩州家の本拠地である城山の
麓に形成されており，城山は藩政期
の統治者の権力を象徴する存在であ
る。 

出水市 

⑱ 出水
い ず み

御仮屋門
お か り や も ん

 
国重伝建 
県有形 

（建造物） 

１６世紀末頃の建造とされ,腕木３本

で軒を支える他に例を見ない構造が

特徴の控柱付腕木門である。現在は，

出水小学校の正門となっている。 

出水市 

⑲ 旧
きゅう

税所家
さ い しょ け

住宅
じゅうたく

 
国重伝建 
市有形 

（建造物） 

出水麓にある屋敷。雨天時の弓の練習

場や，隠れ部屋，抜け道などがあった。 
出水市 

⑳ 旧
きゅう

竹添家
た け ぞえ け

住宅
じゅうたく

 
国重伝建 
市有形 

（建造物） 

出水麓にある屋敷。座敷・次の間・玄

関が鍵型に折れる配置が特徴的であ

る。 

出水市 

㉑ 野間
の ま

の関
せき

跡
あと

 市史跡 
薩摩三大関所の一つで薩摩藩北の守
り「出水麓」を象徴する史跡である。 

出水市 

㉒ 出水
い ず み

の種子島
た ね がし ま

楽
がく

 
県無形 
（民俗） 

藩政期初頭から伝えられてきた，種子
島由来の踊りで，出水麓地区で保存さ
れ，今でも披露されている勇壮な郷土
芸能。 

出水市 

㉓ 湯
ゆ

川内
がわうち

温泉
おんせん

 
未指定 
（天然） 

江戸時代，他藩からも湯治客が訪れ
た。現在も営業を続ける麓の武士の癒
やしの湯。 

出水市 

㉔ 出水
い ず み

麓
ふもと

歴史館
れ き しか ん

収蔵
しゅうぞう

資料
しりょう

 
市有形 

（歴史資料） 

出水麓の魅力を知ることができる資
料（軍役高帳，出水兵児修養掟など）
がある。 

出水市 
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㉕ 垂水
たるみず

麓
ふもと

 
未指定 
（伝建） 

林之城周辺は，当時の垂水麓町の通り
を活用して，住宅地となっている。馬
場通，犬之馬場通など現在も通りの名
称や武家門が残る。 

垂水市 

㉖ 林之城
はやしのじょう

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

幕藩体制下，垂水麓集落の中心となっ
た林之城（後に仮屋）跡地である。当
時領主であった垂水島津家の屋敷で
ある。現在は垂水小学校となってい
る。 

垂水市 

㉗ お長屋
な が や

 
県有形 

（建造物） 

お長屋は垂水島津家の屋敷であった
林之城の城郭関連施設であり，石垣上
に構築される多聞櫓の一部である。度
重なる改修を受けているが，主体をな
す柱や梁，石垣は建築当時のものが残
存している。 

垂水市 

㉘ 垂水
たるみず

島津家
し ま づ け

墓所
ぼ し ょ

 市史跡 
垂水麓を所領していた垂水島津家の
墓所である。垂水島津家の菩提寺であ
った心翁寺の一部である。 

垂水市 

㉙ お殿
でん

加
か

神社
じんじゃ

 
未指定 
（史跡） 

垂水麓の領主，垂水島津家初代忠将を
祀った神社。麓の武士達の信仰を集め
た。 

垂水市 

㉚ 垂水
たるみず

人形
にんぎょう

 
未指定 

（歴史資料） 

こねた粘土を型枠に入れて形を作り，
乾燥させたものを素焼きして，それに
胡粉（顔料）を塗り，その上に色付け
した素朴な人形である。江戸期には垂
水麓の武士の内職であった。 

垂水市 

㉛ 入来
い り き

麓
ふもと

 国重伝建 

国指定史跡「清色城跡」の麓に位置し，
中世から近世にかけての地割が顕著
に残る。周囲の山々と一体となり美し
い緑地景観を呈している。 

薩摩川内市 

㉜ 清
きよ

色
しき

城跡
じょうあと

 国史跡 

入来麓の背後にある中世渋谷・入来院
氏の居城で，古文書等による戦の記録
は無いが，曲輪，堀切，空堀，土塁な
どが顕著に残る。 

薩摩川内市 

㉝ 旧増田家
きゅうますだけ

住宅
じゅうたく

 
国重伝建 
国重文 

（建造物） 

明治６年頃に建てられたおもてとな
かえ，大正期の石蔵などで構成される
同住宅は，近世麓の武家住宅の形式を
継承している。入来麓の公開施設とし
て無料で一般開放している。 

薩摩川内市 

㉞ かやぶき門
もん

 
国重伝建 
市有形 

（建造物） 

中世渋谷氏の様式を伝えているとい
われ，入来麓で唯一のかやぶき型の腕
木門でシンボル的存在となっている。 

薩摩川内市 
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㉟ 
元村
もとむら

諏訪
す わ

神社の例祭
れいさい

に
伴
ともな

う芸能
げいのう

 
市無形 
（民俗） 

入来麓に程近い元村諏訪神社は古来
入来院氏の尊崇を集め，ゴフラク（御
法楽）と称する旧暦７月２８日に行わ
れる大祭では，地域内の農家に対し
て，太鼓踊（鉦踊）の奉納が義務づけ
られていた。近年は８月末頃に元村諏
訪神社の大祭が行われ，五穀豊穣を祈
願する伝統行事として各地域の勇壮
な太鼓踊が今も奉納されている。 

薩摩川内市 

㊱ 入来
い り き

温泉
おんせん

 
未指定 
（天然） 

入来温泉は，７００年の歴史を持つ入
来麓に居住する領主直営の名湯で，三
国名勝図会でも紹介されており，幼少
の大久保利通や朝河貫一博士が訪れ
た記録が残る。 

薩摩川内市 

㊲ 諏訪
す わ

温泉
おんせん

 
未指定 
（天然） 

諏訪温泉は３００年の歴史を持ち，江
戸時代において入来麓から最も近い
温泉場であった。 

薩摩川内市 

㊳ 入来
い り き

郷土館
きょうどかん

収蔵
しゅうぞう

資料
しりょう

 
未指定 

（歴史資料） 

入来麓の中にあり，入来全域の展示で
あるが，入来院家文書のコピーや朝河
貫一博士の署名入り冊子（入来文書）
などを展示している。 

薩摩川内市 

㊴ 里
さと

麓
ふもと

 市史跡 

上甑島里地区に所在する。中世小川氏
の居城であった「亀城」のほど近くに
位置し，整然と積み上げられた玉石垣
と生垣による町並みが残る。 

薩摩川内市 

㊵ 亀
かめ

城跡
じょうあと

 市史跡 
通称「城山」ともいわれ，中世，甑島
を統治した小川氏の居城であった。 

薩摩川内市 

㊶ 里
さと

の武者
む し ゃ

踊
おどり

 
市無形 
（民俗） 

武士踊は古来，里町と下甑町手打にお
いて行われており，里の武者踊は出
陣，手打の武士踊は凱旋の踊りであっ
たとされている。 

薩摩川内市 

㊷ 手打
て う ち

麓
ふもと

 
未指定 
（伝建） 

下甑島手打地区に所在し，玉石垣の続
く町並みが今も残る。江戸時代，甑島
は異国船監視の拠点であり，手打港近
くの津口番所では幕府による出入り
船舶の取調べが行われた。 

薩摩川内市 

㊸ 津
つ

口
ぐち

番所
ばんしょ

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

江戸時代，甑島は異国船監視の拠点で
あり，手打港近くの津口番所では幕府
による出入り船舶の取調べが行われ
た。 

薩摩川内市 

㊹ 武士
ぶ し

踊
おどり

 
市無形 
（民俗） 

一説によると，鎌倉時代小川氏が甑島
に下向した折にもたらされたもので
あり，その後，島津氏が甑島を統治し，
関ヶ原の戦い等への出陣，凱旋を機会
に奨励されたといわれている。 

薩摩川内市 
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㊺ 串木野
く し き の

麓
ふもと

 
未指定 
（伝建） 

美しい武家門，江戸時代の石製下水道
管，石垣，古い屋敷などが残る。 
麓の武家屋敷には西郷隆盛の書など
が残されている。 

いちき串木
野市 

㊻ 串木野
く し き の

城跡
じょうあと

 
未指定 
（史跡） 

串木野麓の背後にある山城。戦国時
代末期には猛将として知られる島津
家久が地頭として治めていた。 

いちき串木
野市 

㊼ 地頭
じ と う

仮屋
か り や

跡
あと

 
未指定 
（史跡） 

串木野麓の地頭仮屋は，石垣が当時の
まま残っている。 

いちき串木
野市 

㊽ 旧入来
きゅういりき

邸
てい

武
ぶ

家屋敷
け や し き

 市史跡 

串木野麓における幕末期の武家屋敷
である。木造平屋建，入母屋造桟瓦葺
で，建具や天井，欄間などに意匠をみ
せる大規模近代和風住宅である。ま
た，庭木として植えられている犬槇及
び五葉松も江戸時代頃と考えられる。 

いちき串木
野市 

㊾ 串木野
く し き の

金山
きんざん

 
未指定 
（史跡） 

串木野金山の収益は，明治維新を牽引
する薩摩藩の大切な財源であった。現
在でも金の一部採掘及び製錬は続い
ており，今までの採掘量は全国 4位で
ある。 

いちき串木
野市 

㊿ 加世田
か せ だ

麓
ふもと

 
未指定 
（伝建） 

武家門，石垣，屋敷の前を流れる水路，

古い屋敷が残る。 
南さつま市 

 旧鯵坂
きゅうあじさか

医院
い い ん

 
国登録有形 
（建造物） 

加世田麓に昭和前期に鯵坂茂彦氏が
建設した医院。木造平屋瓦葺き。石垣
は当時のものが残っている。 

南さつま市 

 鮫島
さめしま

 (健
たけ

志
し

)家
け

住宅
じゅうたく

 
国登録有形 
（建造物） 

加世田麓の明治後期(35 年頃)築造の
武家住宅。鮫島家は農園・漁業などの
事業や南薩摩銀行を創業した。江戸期
の武家屋敷の造りを受け継いでおり，
石垣や生垣は当時のものが残る。 

南さつま市 

 鮫島
さめしま

博家
ひろしけ

住宅
じゅうたく

 
国登録有形 
（建造物） 

加世田麓の明治前期(10 年頃)築造の
武家住宅。室内は朱色の土壁を塗り，
奥座敷のトコ脇には軍配形窓を穿ち，
瀟洒な内観となっている。江戸期の武
家屋敷の造りを受け継いでおり，石垣
や生垣は当時のものが残る。 

南さつま市 

 旧鯵坂家
きゅうあじさかけ

住宅
じゅうたく

 
国登録有形 
（建造物） 

明治後期(35 年頃)築造の武家住宅。室
内壁を朱色とし精緻な欄間をたてる
など麓集落加世田の武家屋敷の造り
を良好に受け継いでおり，石垣や生垣
は当時のものが残る。 

南さつま市 

 竹田
た け だ

神社
じんじゃ

 
未指定 
（史跡） 

竹田神社は加世田麓の南に位置し，島
津中興の祖日新公忠良を祭る。日新公
墓へ続く「いにしへの道」は，イヌマ
キ並木の散策道で，領主島津忠良が作
った日新公いろは歌の石碑が並ぶ。 

南さつま市 
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 加世田
か せ だ

の水車
すいしゃ

カラクリ 
県有形 
（民俗） 

7 月 23 日，竹田神社の六月燈で公開
されている。神社前の用水溝の上に舞
台を組み，水車を利用してほぼ等身大
の人形を回転させる。武士達が人形を
製作し上演した勇壮なカラクリ人形。 

南さつま市 

 
士

さむらい

踊
おどり

 
（二才

に せ

踊
おどり

・稚児
ち ご

踊
おどり

） 
県無形 
（民俗） 

島津忠良が出陣の前に部下を集めて
踊らせたのが始まりと伝えられてい
る。二才踊と稚児踊からなり 7 月 23
日，加世田麓近くの竹田神社六月灯
(夏祭り)で踊られる。 

南さつま市 

 加世田
か せ だ

鍛冶
か じ

 
未指定 
（無形） 

加世田麓にある「志耕庵」では，武士
の内職として伝承されてきた加世田
鎌・加世田包丁の製作体験ができる。 

南さつま市 

 志布志
し ぶ し

麓
ふもと

 国名勝 

武家門，石垣，美しい庭園，馬場と呼

ばれる通りなどが残る。麓内の湧き水

は，名水として知られており，人々が

汲みに訪れる。 

志布志市 

 志布志
し ぶ し

城跡
じょうあと

 国史跡 

中世以降の志布志を巡る争いの中で

前線の拠点として築かれた大規模な

山城。麓集落はこの城跡の周囲に形成

されている。広大な城域が城下の武家

屋敷を含めて景観とともによく保存

されている。 

志布志市 

 地頭
じ と う

仮屋
か り や

跡
あと

 市史跡 

地頭仮屋跡は内城南端に位置し，志布

志麓の行政施設であり，現在はその石

垣が残る。 

志布志市 

 
志布志
し ぶ し

麓
ふもと

庭園
ていえん

 
（天水

あまみず

氏
し

庭園
ていえん

） 
国名勝 

築山枯山水様式を取り入れた庭園で，

江戸中期の作と伝えられている。借景

に志布志城（内城）を配しており，景

観に深く奥行きを見せている。 

志布志市 

 
志布志
し ぶ し

麓
ふもと

庭園
ていえん

 
（福山

ふくやま

氏
し

庭園
ていえん

） 
国名勝 

築山枯山水様式を取り入れた庭園で，

庭門を入ると築山の前面に広い前庭

を持ち，武芸の鍛錬場として利用され

ていた。生垣越しに古刹宝満寺の甍と

背後の山並みを借景としていた。 

志布志市 

 
志布志
し ぶ し

麓
ふもと

庭園
ていえん

 
（平山

ひらやま

氏
し

庭園
ていえん

） 
国名勝 

古寺石峯寺時代の住職により江戸初

期に作庭されたと推定される，築山鑑

賞式の庭園である。大岩の崖を主景と

しその上にサツキ・ツツジを配して

青々とした山の景観を表現している。 

志布志市 

 清水
きよみず

氏
し

庭園
ていえん

 
国登録記念物 
（名勝） 

志布志麓に居住していた武士の作庭
であり，前川と背後の自然景観を借景
としている。 

志布志市 
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 鳥
とり

濱
はま

氏
し

庭園
ていえん

 
国登録記念物 
（名勝） 

志布志麓に居住していた武士の作庭
であり，志布志城跡の自然景観を借景
としている。 

志布志市 

 津
つ

口
ぐち

番所
ばんしょ

跡
あと

 市史跡 

前川河口にあり，藩政時代，廻船・貿
易船の積荷を取り締まるため，麓の武
士が常駐していた。現在は石垣が当時
の面影を残す。 

志布志市 

 宝
ほう

満寺
ま ん じ

跡
あと

 県史跡 

奈良時代創建といわれる宝満寺は，志
布志麓の寺として，麓の武士の信仰を
集めてきた。現在は宝満寺公園とし
て，お釈迦まつりの会場として，また
志布志麓の歴史観光拠点の1つとなっ
ている。 

志布志市 

 大慈寺
だ い じ じ

 
未指定 
（史跡） 

大慈寺には多くの書籍・絵画・彫刻が
今も残されている。最盛期には８町四
方の寺域を有し，16の支院があり，禅
門に学ぶ雲水が 100 名を越え，地方僧
俗の学問拠点として栄えた。志布志麓
の武士の学問の場でもあった。 

志布志市 

 知覧
ち ら ん

麓
ふもと

 
国重伝建 
国名勝 

武家門，石垣，美しい庭園，古い屋敷，
馬場と呼ばれる通りなどが残る。通り
に面した石垣の上に生垣が連なり，庭
園都市的な造りで，薩摩の小京都と呼
ばれるほど美しい。 

南九州市 

 知覧
ち ら ん

城跡
じょうあと

 国史跡 

南九州の中世城郭を代表する城跡で，
知覧麓の武士たちの母体で，知覧麓の
原型。シラス地形特有の直立した崖を
利用している。 

南九州市 

 亀甲
きっこう

城跡
じょうあと

 
国重伝建 
市史跡 

中世，知覧城の出城で，地形が巻貝の
蜷に似てらせん状なっていることか
ら「蜷尻城」とも呼ばれている。 

南九州市 

 旧
きゅう

高城
た き

邸
てい

と高城
た き

庵
あん

 国重伝建 

知覧麓にある茅葺屋根の旧高城邸は，
知覧型二ツ家の形態を残す江戸時代
からの武家屋敷，母屋では隣接する食
事処高城庵が薩摩の郷土料理などを
観光客に提供している。 

南九州市 

 知覧型
ち ら んが た

二ツ家
ふ た つ や

民家
み ん か

 
国重伝建 
市有形 

（建造物） 

オモテとナカエを連結した建物で棟
をつなぐ形状が知覧独特であること
から知覧型二ツ家と呼ばれる。近くの
武家屋敷を移設したもの。 

南九州市 

 知覧
ち ら ん

麓
ふもと

庭園
ていえん

 国名勝 

知覧を統治する武士たちの屋敷と周
辺の山々を取り込んだ借景や枯山水
庭園が７か所，琉球・中国の影響を受
けた優れた意匠の庭園を有する。 

南九州市 

 知覧
ち ら ん

武家
ぶ け

屋敷
や し き

の茶
ちゃ

生垣
いけがき

 国重伝建 
知覧麓の武家屋敷には，低木の茶の生
垣が植えられている。ここにも茶どこ
ろ知覧のルーツが垣間見られる。 

南九州市 



（様式３－１） 
 

 
知覧
ち ら ん

麓
ふもと

のメインストリ
ート（本馬場

ほ ん ば ば

通
どお

り）のか
ぎ型

がた

の通
とお

りと石敢當
せっかんとう

 

国重伝建 
市有形 

知覧麓の武家屋敷の中心通り（本馬場
通り）のかぎ状に折れ曲がった通りと
Ｔ字状に点在する石敢當。 

南九州市 

 銀杏
いちょう

の巨木
きょぼく

 
未指定 
（天然） 

樹齢約250年以上は経過しているとい
われる。この木を起点にして亀甲城の
山頂に向け真直ぐに知覧麓の本馬場
通りを造ったと伝わる。 

南九州市 

 島津
し ま づ

墓地
ぼ ち

 市史跡 
知覧麓を所領していた知覧島津氏の
菩提寺で歴代の領主や西福寺の僧侶
の墓などがある。 

南九州市 

 
豊玉
とよたま

姫
ひめ

神社
じんじゃ

と水車
すいしゃ

からく
り 

国選択無形 
県有形 
（民俗） 

16 世紀末に知覧麓から祭神を現豊玉
姫神社へ移動，毎年 7月 9・10 日に勇
壮な水車カラクリが行われる。麓の武
士が人形を製作した。 

南九州市 

 豊玉
とよたま

姫
ひめ

陵
りょう

 
未指定 
（史跡） 

知覧麓の亀甲城下の田んぼにある豊
玉姫神社の祭神豊玉姫の陵墓で，鍬を
入れてはならないという言い伝えが
ある。 

南九州市 

 知覧
ち ら ん

傘
かさ

提灯
ちょうちん

 
未指定 
（無形） 

知覧麓に江戸時代から続く工芸品の
一つ。武士の内職として富永家に伝わ
る竹製工芸品。 

南九州市 

 矢
や

櫃
びつ

橋
はし

 市史跡 

知覧麓の武士，瀬戸口某が嘉永 5
（1853）に築いた眼鏡橋で度重なる大
洪水でもびくともしない景観にマッ
チした美しい橋。 

南九州市 

 
ミュージアム知覧

ち ら ん

 
収蔵
しゅうぞう

資料
しりょう

 
未指定 

（工芸品） 

ミュージアム知覧には，知覧麓の武家
屋敷から寄託・寄贈された近世・近代
の琉球漆器が多数展示・保管されてい
る。琉球と関係が深かった薩摩藩時代
の痕跡の証でもある。 

南九州市 

 蒲生
か も う

麓
ふもと

 
未指定 
（伝建） 

麓は9本の馬場と3本の小路で整然と
区画割されている。現在は，西馬場に
武家門をもつ武家屋敷群が残る。 

姶良市 

 蒲生
か も う

城跡
じょうあと

 
未指定 
（史跡） 

保安 4年（1123）～弘治 3年（1557）
蒲生を治めた蒲生氏の本城。江戸時代
中頃までの地頭仮屋は城の北麓（迫地
区）にあったとされる。 

姶良市 

 蒲生
か も う

御仮屋門
お か り や も ん

 
県有形 

（建造物） 

姶良市蒲生総合支所にある蒲生麓の
地頭仮屋の正門で，政治行政の中心。
文政 9年（1826）建立の控柱付腕木門。 

姶良市 

 御仮屋
お ん かり や

犬
いぬ

槙
まき

（一
ひと

ツ
つ

葉
ば

） 市天然 

樹齢 400 年といわれている犬槇で，蒲
生麓の御仮屋門の脇に植えられてい
た。犬槙の生垣は，鹿児島の麓に多用
されている。 

姶良市 



（様式３－１） 
 

 蒲生
か も う

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

 
未指定 
（史跡） 

保安 4年（1123）に蒲生氏初代舜清が
豊前国宇佐八幡を勧請し創建。麓の北
西端に位置し，蒲生の総社として麓の
武士の信仰を集めた。勇壮な太鼓踊り
の舞台である。 

姶良市 

 蒲生
か も う

のクス 国特別天然 

樹高３０メートル，幹囲は２４メート
ルに達し，全国巨樹・巨木林調査の結
果からみて，全国一の太さを誇る巨樹
である。八幡神社境内にあり，麓の武
士達の信仰の対象であった。神社が建
立された当時（1123 年）にすでに神木
とされていたことから考えて，樹齢千
年を越す堂々たる老木である。 

姶良市 

 太鼓
た い こ

踊
おど

り 
市無形 
（民俗） 

毎年 8 月 21 日に４つの保存会が，蒲
生麓の辻通りと蒲生八幡神社境内で
勇壮な太鼓踊りを奉納。 

姶良市 

 蒲生
か も う

の紙漉
か み す

き 
未指定 

（無形民俗） 

正保 2年（1647），藩が蒲生の下級武
士に御用紙を製造させたことに始ま
る手漉き和紙づくり。 

姶良市 

 掛橋坂
かけはしざか

 県史跡 

掛橋坂は蒲生麓と薩摩国の藺牟田・祁
答院方面を結ぶ江戸時代の地方街道
にあり，蒲生麓が管理していた。年貢
米の輸送路として難所であったこの
坂は石畳道に整備された。 

姶良市 

 芋
いも

焼 酎
しょうちゅう

 生活文化 

芋焼酎は，古くから武士達も愛飲して
いたが，幕末の薩摩藩主，島津斉彬が
製法の改良を研究させ明治時代に改
良に成功したといわれている。 

鹿児島市，出水

市，垂水市，薩

摩川内市，いち

き串木野市，南

さつま市，志布

志市，南九州

市，姶良市 

 つけあげ（さつま揚
あ

げ） 生活文化 
島津斉彬が，はんぺんやかまぼこを基
に開発させたという説がある。県内ほ
とんどの麓で食べられていた。 

鹿児島市，出水

市，垂水市，薩摩

川内市，いちき串

木野市，南さつま

市，志布志市，南

九州市，姶良市 
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構成文化財の写真一覧 

① 鹿児島城跡（城山） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 鹿児島城大手口跡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 鹿児島城新照院口跡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④ 鹿児島城岩崎口跡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 鹿児島城本丸跡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 鹿児島城二之丸跡 
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⑦ 探勝園 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 照国神社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ 私学校跡石塀 

 

⑩ 天保年間城下絵図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪ 喜入旧麓 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ 給黎城跡 
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⑬ 肝付家歴代墓地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭ 南方神社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮ 香梅ヶ渕 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ 出水麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰ 城山（亀ヶ城・花見ヶ城） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱ 出水御仮屋門 
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⑲ 旧税所家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑳ 旧竹添家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉑ 野間の関跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉒ 出水の種子島楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉓ 湯川内温泉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉔ 出水麓歴史館収蔵資料 

  （出水兵児修養掟） 
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㉕ 垂水麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉖ 林之城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉗ お長屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉘ 垂水島津家墓所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉙ お殿加神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉚ 垂水人形 
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㉛ 入来麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉜ 清色城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉝ 旧増田家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉞ かやぶき門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉟ 元村諏訪神社の例祭に伴う芸能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊱ 入来温泉 
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㊲ 諏訪温泉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊳ 入来郷土館収蔵資料（入来文書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊴ 里麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊵ 亀城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊶ 里の武者踊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊷ 手打麓 
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㊸ 津口番所跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊹ 武士踊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊺ 串木野麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊻ 串木野城跡（堀切） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊼ 地頭仮屋跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊽ 旧入来邸武家屋敷 
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㊾ 串木野金山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊿ 加世田麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 旧鯵坂医院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 鮫島（健志）家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 鮫島博家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 旧鯵坂家住宅 
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・ 竹田神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 加世田の水車カラクリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 士踊（二才踊・稚児踊） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 加世田鍛冶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 志布志麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

・ 志布志城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

・ 地頭仮屋跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 志布志麓庭園（天水氏庭園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 志布志麓庭園（福山氏庭園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 志布志麓庭園（平山氏庭園） 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 清水氏庭園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 鳥濱氏庭園 
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・ 津口番所跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 宝満寺跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 大慈寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 亀甲城跡 
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・ 旧高城邸と高城庵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧型二ツ家民家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧麓庭園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧武家屋敷の茶生垣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧麓のメインストリート（本馬場通

り）のかぎ型の通りと石敢當 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 銀杏の巨木 
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・ 島津墓地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 豊玉姫神社と水車からくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 豊玉姫陵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 知覧傘提灯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 矢櫃橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ミュージアム知覧収蔵資料 

  （黒漆梅螺鈿八角盆） 
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・ 蒲生麓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 蒲生城跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 蒲生御仮屋門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 御仮屋犬槙（一ツ葉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 蒲生八幡神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 蒲生のクス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－２） 

 

・ 太鼓踊り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 蒲生の紙漉き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 掛橋坂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 芋焼酎 

 

 

 

 

 

 

・ つけあげ（さつま揚げ） 

 

 

     

 

 

 

 



２　観光客受入体制の整備
　・現在，一部地域に導入されているＷｉ－Ｆｉ等を活用した多言語解説システムについて，未整備の地域への導
　　入促進を図ります。
　・ガイド育成として，ガイド用マニュアル本を作成するとともに，日本遺産を説明するガイドを育成する研修会
    を開催し，外国人観光客への接遇などの研修を行い，おもてなしの気持ちが海外の方へ伝わるようにします。
　・周辺店舗に，キャッシュレス決済を導入することの必要性を呼びかけて，導入を促進し，導入した店舗の情報
　　を発信します。

（１）将来像（ビジョン）

　「鹿児島県まち・ひと・しごと創生総合戦略」「かごしま未来創造ビジョン」及び「鹿児島県観光振興基本方
針」による取組との整合性を図りながら，「ふるさと」の誇りの源泉となる固有の自然・歴史・文化・伝統等を含
む地域資源や，これまで地域で継続してきた取組などを活用して，地域住民が主体となった「希望と思いやりに満
ちたふるさと鹿児島」の実現に向けた地方創生の推進に取り組むとともに，魅力ある観光地づくりや戦略的な観光
客誘致の取組により，国内外からの観光客でにぎわう地域となっています。
　この将来像と連動させて，以下のような日本遺産を通じた地域活性化の将来像の実現に向けて取り組みます。

Ⅰ　地域活性化を目指して
　鹿児島県は，温暖な気候，豊かな自然，美しい景観，豊富な温泉資源，安心・安全な「食」など，世界に通用す
る有益な地域資源を多く有しています。これらを「鹿児島のウェルネス」として価値の再認識・磨き上げを行い，
ブランド化を図り，さらに，国内外に効果的に発信することにより，本県地域資源の付加価値の創出・向上や販路
拡大，観光客の誘致などにつなげようと取り組んでいます。
　こうした中，今回の日本遺産への取組を成功させることで，鹿児島の先人たちが，幕末という時代の大きな変革
期に未知の時代を切り拓き，近代国家の礎を築き上げたように，私たちが鹿児島をどんどん発展させ，地域の活性
化を図り，未来を担う子ども達にバトンタッチしてあげたいと考えています。

Ⅱ　現在の課題と解決手法
　本県は，我が国本土の最南端に位置し，世界の経済成長の６割を占めるアジアに近接しており，この地理的優位
性を生かした地域活性化のための取組が求められています。麓においては近年，地域観光の重点地域として，環境
整備が進み，誘客のための様々な取組が行われているものの，知名度の不足や各事業間の連携不足により，観光客
を効果的に呼び込むための工夫が必要となっています。
　このため，ソウル，上海，台北，香港といった主要都市と定期航空路線で結ばれている等の地理的特性を生かし
ながら，地域における自治体・団体・個人の活動を一体のものとして展開し，より大きな成果を得るために協議会
を設立して，以下の取組を行うことにより，観光客数の増加及び郷土愛の醸成などを実現して，観光や産業振興な
どを図ります。

Ⅲ　事業全体の考え方
１　国内外の観光客への情報発信
　・現在，麓地区の中で最も観光客の入り込み数が多い知覧麓では，インバウンドが観光客全体の１/４を占めて
　　おり，その他の地区においても対応が急務となっています。
　・インバウンドの国籍等については詳細な分析を行っていないことから，実態調査を行いターゲットを絞り込ん
　　だ上で，インフルエンサー等を利用した集中的な情報発信を行います。

　・鹿児島空港への直行便がある韓国，上海，香港，台湾の４地域については，空港からレンタカーによる個人旅
　　行も増加しており，同空港を拠点とする国内外の観光客を対象とした，各地域の魅力ある観光資源（出水のツ
  　ル，蒲生の大クス等）を取り入れたモデルコースを作成して情報発信を行います。
　・年間100隻以上（平成29年度実績）の大型クルーズ船が寄港する鹿児島市や国内の他地域を経由して鹿児島県
　　に来る際の窓口であるＪＲ駅（鹿児島中央駅，出水駅，川内駅）や関西からの定期貨客船が就航している志布
　　志港からのルートについてもモデルコースを作成して情報発信を行います。

　・作成したモデルコースは，単なる観光ルートではなく日本遺産を体感できる体験型ツーリズムとして，入来麓
　　が取り組んでいる鎧着付け・街歩き体験，茶道体験などの取組を各地域へ拡充して，磨き上げていきます。
　・一部地域で取り組んでいる農泊を未実施の各地域へ拡充し，体験メニューに上記の体験型ツーリズムを取り入
　　れることにより充実を図ります。
　・海外の旅行業者への情報提供は，現在，各地域ごとに取り組んでいますが，日本遺産のブランド力を活用して
　　一体となった情報提供を行うことで誘客を図ります。
　・ＨＰを多言語で作成して，定期的に更新することで，常に新しい情報提供に努めます。

日本遺産を通じた地域活性化計画

（２）地域活性化のための取組の概要

４　日本遺産認定を契機に，地域住民が郷土の歴史・文化財の重要性を再認識することで，文化財を保護し後世に
　伝えようとする強い意識と，郷土に誇りを持ち，郷土を愛する気持ちにあふれた地域になっています。

３　日本遺産ブランドを活用した商品を開発・販売し，その商品を扱う県内の工場や販売店での雇用が増加するこ
　とで，地域の経済が活性化し，地域に残る若者やＩ・Ｕターンによる住民が増加することで持続可能な地域とな
　っています。

２　「麓」の景観や美しい自然，温泉，歴史・文化資源など，多様な「地域の宝」の輝きに更に磨きをかけ，魅力
　ある観光地づくりを進めるとともに，これらを有機的にネットワーク化させた新たな観光プログラムを構築し，
　多くの観光客が満足する地域となっています。

１　日本遺産認定を契機に，日本の南の玄関口としての地の利を生かして，中国，韓国等に直行便がある鹿児島空
　港や将来開通予定の高速道路網の利用，さらには，大型クルーズ船の寄港を利用するなどして，多くの観光客が
　訪れる地域になっています。

（様式４）



　協議会運営は，日本遺産の取り組みを通じた観光客数の増加とともに徐々に民間主導の運営に移管することと
し，行政は協議会の中で各団体等と検討して，駐車場の整備など必要な事業を進めていきます。また，以下のとお
り協議会の自立的・継続的な運営のための取組を実施し，補助事業終了後も安定的・継続的に事業を推進します。
　特に，観光客数の増加については，現在，年間100隻程度のクルーズ船が寄港している「マリンポートかごしま」
（鹿児島市）において，2019年度には２次交通手段となる高速船の乗り入れにより，クルーズ船寄港の経済効果が
県内各地に波及するとともに，2020年度には，世界最大の22万トン級クルーズ船の入港システムに対応した岸壁が
整備され，官民連携の国際クルーズ拠点形成港湾として２隻同時に入港可能となり，巨大市場である東アジアとの
近さなどにより更なる観光客の増加が見込まれることから，協議会運営の追風となることが期待されています。

 （３）自立的・継続的な取組

１　ＳＮＳを活用した情報発信，シンポジウムの開催及び各地域の相互理解のためのワークショップ等を通じ
　て，日本遺産の取組への参加の気運を醸成し，地域住民や地元企業へ日本遺産を浸透させます。
２　協議会活動が広範囲に及ぶことから協議会組織に地域支部を設け，各支部毎に地域プロデューサーを中心
　とした民間事業者の巻き込みを積極的に展開します。その取組により日本遺産の取組に賛同する民間事業者
　を日本遺産サポーターとし，当該民間事業者からの寄付や企業広告への掲載等の様々な支援を協議会運営に
　活かしていきます。
３　新かごしま加工品，サムライグッズ開発により創作した商品販売に協力する民間事業者を募り，ロイヤリ
　ティーを徴収して協議会運営に活かしていきます。
４　日本遺産統一ロゴマークを作成するとともに，ロゴマーク添付商品を扱う民間事業者を募り，協賛金を徴
　集します。
５　武家屋敷や近隣観光施設の入館料が割引になる麓巡り手形を販売し，収益金の一部を協議会で活用します。
６　インバウンドに対応した外国語ガイドの有料化を図り，一部を協議会の収入とします。
７　地域プロデューサーのほか住民の方々に対し，日本遺産の取組に関する研修等を行うことにより，当該取
　組が安定的に行えるよう地域の担い手の育成を図ります。
８　県及び参加各市の負担金で，協議会の安定的な運営を支えます。
９　文化庁や他の省庁，県の補助事業や各市の事業を活用して，観光客受入体制の整備などに取り組みます。

　・ストーリーを体験するための多言語対応の説明板等を設置します。
　・駐車場，トイレ等が未整備の地域については，順次，整備を進めていきます。
　・現在ある麓資料館等を利用して日本遺産コーナーを設置し，日本遺産全体を理解するための拠点とします。
　・麓保存会，観光協会，商店街等の理解と協力を得た上で，武家屋敷や近隣観光施設等の入館料が割引になり，
　　地元飲食店や土産物店の特典が付いた「麓巡り手形」をルートマップとともに販売します。

３　ストーリーの深化
　・中世から近代にかけての文献等の調査研究を実施し，メインストーリーを補強するサブストーリーを抽出しま
　　す。
　
４　新かごしま加工品の開発及びサポーター企業の募集
　・鹿児島の産業の基幹は農林水産業です。そこで特産品であり，古来麓で活用されてきた黒豚，茶，サツマイモ
　　等を活用した商品を開発し，地元企業に提供します。
　・県内に事務所をおく企業に広く呼びかけ，日本遺産の取組に賛同するサポーター企業を募集します。

５　日本遺産ロゴマーク，サムライグッズの開発
　・日本遺産の統一ロゴマークを使用することで，各地域で一体感を持って事業推進に取り組むこととします。
　・地元産品を活用した土産品（サムライグッズ等）や日本遺産ブランドの焼酎など独自の商品開発に取り組み地
　　元店舗で販売します。

６　子どもたちへの地域文化等の継承
　・地域の継承者である子どもたちに，地域の歴史・文化・伝統の良さを伝えるために，学校の授業等で活用する
　　ための副読本を作成したり，日本遺産の出前講座を設け，学校等へ案内します。
　・現在，一部の学校で行っているガイド活動を他の地域にも広めて，子どもたちの地域文化等への理解を深める
　　とともに，郷土を愛する心を育成します。

７　地元住民の地域づくり参加促進
　・日本遺産認定を契機に地域の歴史・文化・伝統の良さを再確認するシンポジウムを開催したり，ツアーガイド
　　育成講座での研修等を通じて，住民の地域への理解を深め，郷土愛を醸成することにより，住民の地域づくり
　　への参加を促します。



【地域の担い手の育成】
・シンポジウムの開催
・地域住民への研修・説明会

・地域プロデューサーの育成 ・地域プロデューサーを中心と
　した日本遺産の取組の活性化

【民間事業者の参加】
・統一ロゴマークの作成

・地元企業のサポーター化

・統一ロゴマーク貼付商品の募集
・加工品の開発
・更なる地元企業のサポーター化
・イベントでの情報発信

・民間事業者からのロイヤリ
　ティや協賛金等の徴収によ
　る協議会運営

【インバウンド整備・観光地の面展開】

・ガイドマニュアルの作成
・観光客の嗜好性調査

・多言語解説システムの導入
・ウェブサイト作成
・ＰＲ動画（多言語）の作成

・外国語案内ガイドの育成
・モデルルートの作成
・麓巡り手形の販売
・日本遺産コーナーの設置
・ウェブサイトの多言語化

・外国語案内ガイド料の徴収
・作成したモデルルートの見直
　しと，近隣の日本遺産認定地
　域との連携
・麓巡り手形販売の収益
・ＨＰの広告料収入

　鹿児島県日本遺産魅力発信推進協議会（仮称）

　構成：【広域民間団体】
　　　県観光連盟,県特産品協会，県商工会連合会，県商工会議所連合会，NPO法人　等

　　　【地元民間団体】
　　　武家屋敷群保存会，観光協会，特産品協会，ガイド団体，イベント等実施団体，飲食業者，物販業者，バス協会，タク
　　　シー協会，商工会，商工会議所，ＪＡ　等

　※　プロジェクト委員会
　　　協議会本部に，実施事業等を企画・提案するために，民間団体の担当者，地域プロデューサー及び行政で構成される
　　プロジェクト委員会を設置して，定期的に意見交換するなど協議会の事業を効率的に遂行します。また，分野ごとのワーキ
　　ンググループを設置し，ワーキンググループを取りまとめるグループリーダーを選出します。

　※　プロジェクトリーダー
　　　プロジェクト委員会の長にプロジェクトリーダーを任命し，熱意ある民間人を起用します。プロジェクトリーダーは，委員会
　 の検討結果を踏まえ，協議会総会に提案を行います。

 （４）実施体制

　〔自立的・継続的な取組の年次計画〕

　
・地域住民や企業による日本遺
　産を通じた地域活性化の取組
　への参加

１年目 ２年目～３年目 ４年目以降

【地域への浸透】
・シンポジウムの開催

・ＳＮＳを活用した情報発信

・各地域の相互理解のためのワー
　クショップ
・住民から地域活性化の企画募集

　　　【自治体】
　　　鹿児島県（文化財課，観光課，かごしまＰＲ課）
       鹿児島市（文化財課，観光プロモーション課）
　　　出水市（文化財課，シティセールス課，産業振興総務課）
　　　垂水市（社会教育課，水産商工観光課）
　　　薩摩川内市（文化課，観光・シティセールス課）
　　　いちき串木野市（社会教育課，観光交流課）
　　　南さつま市（文化課，観光交流課）
　　　志布志市（生涯学習課，港湾商工課）
　　　南九州市（文化財課，商工観光課）
　　　姶良市（社会教育課，商工観光課）

　※　地域プロデューサー
　　　地元民間団体等の地域プレイヤーをまとめ，事業を主体的に実行する地域プロデューサーを各地域に設けます。

　※　アドバイザー
　　　日本遺産プロデューサーのアドバイスにより，取組の質を向上させます。



［地域プロデューサー］
［県］ ［民間団体］ ［市］ ［地域プレーヤー等］
・文化財課 ・県観光連盟 ・文化財部局 ・武家屋敷群の保存会
・観光課 ・県特産品協会 ・観光部局 ・市観光協会
・かごしまＰＲ課 ・県商工会連合会 ・必要な部局 ・市特産品協会
・必要な部局 ・県商工会議所連合会 ・ガイド団体

・ＮＰＯ法人　等 ・イベント等実施団体
・地元の飲食店，物販店
・バス協会
・タクシー協会
・市商工会
・市商工会議所
・市ＪＡ　　　　等

　※　既に，各地域での説明会や県下一円を対象とした日本遺産シンポジウムを開催するなど，日本遺
　　産認定を見据えた気運の醸成に努めているところです。
　　　また，平成30年11月には，プロジェクト準備委員会を設立し，各市の地域プレーヤーの代表であ
　　る地域プロデューサーの中からプロジェクトリーダーの選出を行うなど，民間主導の推進体制の整
　　備に努めているところです。

協議会の構成員

［日本遺産プロデューサー］総　　　会

協議会

各支部

ワーキンググループ

【プロジェクト委員会】

［プロジェクトリーダー］

観光部門

普及啓発部門

期待される効果：

　日本遺産の取組を通じて，国内外の観光客が増加することにより，異文化との交流の機会が生
まれるなど，地域住民の活動が活性化します。また，古い町並みである麓などの地域の文化に，
愛着や誇りを感じる住民の数が増えることで，地域住民が連携しようとする気運が高まり，地域
社会の再生を図ることができます。さらに，この取組を自立的なものとし，持続可能な体制を維
持・確立することで，観光客の増加，地域の活性化及び地域社会の再生を永続させるものであり
ます。

（６）日本遺産魅力発信推進事業 別紙②のとおり

別紙①のとおり定量的評価： （５）地域活性化計画における目標と期待される効果

　〔推進体制〕

（７）その他事業 別紙③のとおり

補助金額： 平成31年度： 10,000千円66,017千円 平成32年度： 30,000千円 平成33年度：



設定根拠：

関連事業：

目標値： 平成 年度 年度

設定根拠： 麓地区に存在する54の物販店及び飲食店のうち半数を協力団体または参画団体とする。

⇒ 平成

設定目標Ⅳ： その他

計画評価指標： その他

具体的な指標：

具体的な指標： 日本遺産への協力団体及び参画団体数

関連事業：
(6)①，②，③，④，⑤，⑥，⑦，⑧
(7)⑤，⑲，⑳，㉒，㉕，㊻， ， ， ， ， ， ， ，

目標値： 平成 31 年度 0 団体 ⇒ 平成 36 年度 27 団体

設定根拠： 平成31年度の調査を基準に，６年間で12％上昇を設定。

設定目標Ⅲ： 日本遺産に関する取組を行うための持続可能な体制の維持・確立

計画評価指標： 日本遺産への協力団体数

具体的な指標： 住民意識調査の「地域の文化に愛着を感じる」の割合

関連事業：
(6)①，②，③，④，⑤，⑦，⑧，⑨
(7)⑫，⑬，⑮，⑰，⑱，⑳，㉓，㉔，㉚，㉛，㉜，㉝，㉞，㊱，㊲，㊵，㊺，㊻，
   ㊼，㊽，㊾，㊿， ，

目標値： 平成 31 年度 基準 ％ ⇒ 平成 36 年度 基準＋12 ％

設定根拠：
鹿児島県の宿泊客数は平成25年度から平成29年度の間に９％増加しており，年間２％程度の増
となっている。日本遺産においては年間３％増を目指すこととし，参加各市の観光客入り込み
数を６年間で18％増加させる。

設定目標Ⅱ： 日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化

計画評価指標： 地域の文化に誇りを感じる住民の割合

関連事業：

(6)①，②，③，⑥，⑦，⑧，⑨，⑩
(7)①，②，③，④，⑤，⑥，⑦，⑧，⑨，⑩，⑪，⑫，⑬，⑭，⑮，⑯，⑱，⑲，
 　⑳，㉑，㉒，㉕，㉖，㉗，㉘，㉙，㉜，㉝，㉞，㉟，㊱，㊲，㊳，㊴，㊶，㊷，
   ㊸，㊹，㊾，㊿， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，
   ， ， ， ， ， ，

目標値： 平成 29 年度 20,277,535 人 ⇒ 平成 36 年度 23,900,000 人

具体的な指標： 各市の観光客入込み数

（５）地域活性化計画における目標と期待される効果

設定目標Ⅰ： 日本遺産を活用した集客・活性化

計画評価指標： 観光客入込み数

様式４（別紙①）様式４（別紙①）



具体的な指標： 地域の小中学生の日本遺産の認知度を平成31年度の認知度を基準として60％向上させる。

目標値： 平成 31 年度 基準 ％ ⇒ 平成 36 年度 基準×1.6 ％

事業費： 平成31年度： 千円 平成32年度： 4,000千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：

平成32年度：日本遺産研究事業の成果を踏まえ，学校の授業で活用するための日本遺産副読本
　　　　　　を製作する。
　　　　　　日本遺産の出前講座を設け，学校等で実施する。
平成33年度：日本遺産について学んだ子どもたちによる日本遺産ガイドを実施する。

事業④： 地域文化継承事業

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： 各市１件は商品開発を行う。

目標値： 平成 31 年度 0 件 ⇒ 平成 36 年度 9 件

事業費： 平成31年度： 1,728千円 平成32年度： 1,500千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：

平成31年度：日本遺産の統一ロゴマークや幟旗を作成し，事業推進に取り組む。
平成32年度：マーケティング調査の結果を踏まえ，日本遺産ブランドの焼酎やサムライグッズ
　　　　　　などの土産物を開発する。
平成33年度：イベント等で開発商品の情報発信を図る。

事業③： 日本遺産ロゴマーク等作成事業

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： ガイド育成講座の後年度活動者数を講座修了者の50％とする。

目標値： 平成 31 年度 未実施 人 ⇒ 平成 36 年度 修了者の50％ 人

事業費： 平成31年度： 2,808千円 平成32年度： 1,000千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：

平成31年度：地元のみならず，日本遺産全体のガイドが可能となるマニュアル本を作成する。
平成32年度：日本遺産ガイド講習会を実施して，ガイドを育成する。
　　　　　　外国語案内ガイド（有料）の育成にも取り組む。
平成33年度：ガイドの活躍の場としてのツアーを企画し，ガイド力の向上に努める。

事業②： 日本遺産ガイド育成事業

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標：
各市ＨＰの観光関連ページのアクセス数の合計1,300,000回に「旅行年報2017」（（公財）日本
交通公社「行ってみたい旅行タイプ：歴史・文化観光」）の割合（42％）を乗じた546,000回を
基礎とし，６年間で18％上昇させる。

目標値： 平成 31 年度 546,000 回 ⇒ 平成 36 年度 644,000 回

事業費： 平成31年度： 26,460千円 平成32年度： 8,000千円 平成33年度： 2,000千円

事業概要：

平成31年度：モバイルに対応したウェブサイトを日本語で作成する。
            日本語版のパンフレットを作成し，空港・ＪＲ駅や各市の拠点施設で配布する。
　　　　　　ＰＲ動画（日本語・多言語）を制作し配信することで，国内外に日本遺産を情報
　　　　　　発信するとともに，閲覧している層の調査を実施する。
平成32年度：マーケティング調査の結果を踏まえ，ＰＲ方法を検討するとともに，ウェブサイ
　　　　　　トの多言語化を行う。
　　　　　　東京・大阪・福岡等で開催されるイベント（対旅行社，一般客）へ出展するとと
　　　　　　もに雑誌等へ広告を出稿して，日本遺産登録をＰＲする。
平成33年度：ウェブサイトを改良し，地元団体等がコンテンツを発信できるようにする。
　　　　　　ＳＮＳ等を利用した双方向の情報発信に取り組む。

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業①： 日本遺産ＰＲ事業

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



具体的な指標： 参加各市の観光客入り込み数を６年間で18％増加させる。

目標値： 平成 29 年度 20,277,525 人 ⇒ 平成 36 年度 23,900,000 人

事業費： 平成31年度： 2,534千円 平成32年度： 1,000千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：

平成31年度：本県日本遺産の構成文化財や町並，滞在時間等について，嗜好性を具体的に調査
　　　　　　しターゲットを絞り込み戦略立案に役立てる。日本遺産認知度調査を実施する。
平成32年度：マーケティング調査を基に地域ブランド戦略及びマーケティング戦略を策定する
　　　　　　とともに，インフルエンサー等を利用した情報発信を行う。
平成33年度：これまでの成果を測定し，戦略の修正を行う。

事業⑧： マーケティング戦略事業

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： 各市１件以上の日本遺産に関する商品を開発する。

目標値： 平成 31 年度 0 件 ⇒ 平成 36 年度 9 件

事業費： 平成31年度： 千円 平成32年度： 1,000千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：

平成32年度：マーケティング調査の結果を踏まえ，日本遺産と関連する鹿児島の特産品を活用
　　　　　　した加工品を開発し，地元企業に提供するとともに，開発商品を採用した地元企
　　　　　　業等を対象にサポーター企業の募集を行う。
　　　　　　各麓で実施する体験メニューを開発し，情報発信する。
平成33年度：イベント等で開発商品の情報発信を図る。

事業⑦： 新かごしま加工品開発事業

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 32 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： 各市１件以上の日本遺産に関する旅行商品を開発する。

目標値： 平成 31 年度 0 件 ⇒ 平成 36 年度 9 件

事業費： 平成31年度： 千円 平成32年度： 1,500千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：

平成32年度：マーケティング調査の結果を踏まえ，モデルルートを作成し，国内外の旅行業者
　　　　　　等を対象に体験プログラムを取り入れた視察ツアーを実施し，更なる情報発信と
　　　　　　モデルルートの磨き上げに努める。他地域の日本遺産認定地との周遊ルート構築
　　　　　　の可能性を調査する。
　　　　　　地元市，保存会，観光協会，商店街等の理解と協力を得た上で，武家屋敷や，近
　　　　　　隣観光施設の入館料が割引になり，地元飲食店や土産物屋の特典が付いた「麓巡
　　　　　　り手形（仮称）」を作成し，販売する。
平成33年度：麓を歴史解説付きで巡る旅行業者等を対象にした日帰りバスツアーを実施し，麓
　　　　　　の魅力を情報発信する。ツアーの際には地元のおもてなしが感じられる内容を盛
　　　　　　り込み，地元の受入体制の整備と同時に，麓ファンとリピーターの発掘につなげ
　　　　　　る。

事業⑥： 日本遺産ツアー事業

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 32 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： 平成31年度の調査と比較して，平成36年度の認知度を50％向上させる。

目標値： 平成 31 年度 基準 ％ ⇒ 平成 36 年度 基準×1.5 ％

事業費： 平成31年度： 5,465千円 平成32年度： 1,000千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：
平成31年度：地域の歴史・文化・伝統の良さを再確認するシンポジウムを開催する。
平成32年度：各地域の成功事例について共通理解を図るためのワークショップを開催する。
平成33年度：幅広い地域住民から地域活性化のための企画を募集する。

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業⑤： 地域づくり参加促進事業

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



具体的な指標： 参加各市の観光客入り込み数を６年間で18％増加させる。

目標値： 平成 29 年度 20,277,525 人 ⇒ 平成 36 年度 23,900,000 人

事業費： 平成31年度： 24,624千円 平成32年度： 10,000千円 平成33年度：

事業概要：
平成31年度：ストーリーを理解してもらうための案内板を設置する。（～平成32年度）
　　　　　　構成文化財等の多言語解説システムを導入する。
平成32年度：麓に隣接する資料館等に日本遺産コーナーを整備する。

事業⑩： 観光客受入体制整備事業

事業区分： 公開活用のための整備 事業期間： 平成 年度 ～ 平成 年度

具体的な指標： 参加各市の観光客入り込み数を６年間で18％増加させる。

目標値： 平成 29 年度 20,277,525 人 ⇒ 平成 36 年度 23,900,000 人

事業費： 平成31年度： 2,398千円 平成32年度： 1,000千円 平成33年度： 1,000千円

事業概要：
平成31年度：文献等の調査を実施し，サブストーリーを抽出する。（～平成32年度）
平成32年度：抽出したサブストーリーをウェブサイトや日本遺産コーナーで情報発信する。
平成33年度：32年度までの調査結果に基づき，ストーリーを更に磨き上げる。

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業⑨： 日本遺産研究事業

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



鹿児島県

鹿児島県

鹿児島県

公益社団法人鹿児島県観光連盟

鹿児島県

鹿児島県

鹿児島県

事業概要：
本県を訪れる観光客の受入体制の充実を図るため，景観・便益施設の整備や案内標識の整備を行
う。

事業④： 地域観光資源磨き上げ事業

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
各地域の観光資源の磨き上げを行い，体験型・着地型観光を推進するなど，地域の観光力をアッ
プさせるための事業を展開する。

事業⑤： 地域振興推進事業

実施主体：

 （７）その他事業

事業①： 観光かごしま大キャンペーン推進事業

実施主体： 事業期間： 平成 7 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
本県を訪れる観光客の一層の増加を図るため，行政と関係団体，業界等で「観光かごしま大キャ
ンペーン推進協議会」を組織し，効果的な観光広報宣伝施策を展開する。

事業②： 国内誘客プロモーション事業

観光かごしま大キャンペーン推進協議会

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 交通キャリアとタイアップし，大都市圏において観光素材のプロモーションを行う。

事業③： 魅力ある観光地づくり事業

実施主体： 事業期間： 平成 18 年度 ～ 平成 年度

鹿児島県

鹿児島県

事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 県地域振興局・支庁が各地域固有の課題解決や地域振興に資する事業を実施する。

事業⑥： ガイド研修事業

実施主体： 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 県内各地域の一般の観光ガイド育成のための研修を行う。

事業⑦： 鹿児島県観光連盟事業

実施主体： 事業期間： 平成 4 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
県内観光地の保存及び開発並びに観光客誘致の広報宣伝を促進するとともに，他の産業との協調
を保持して観光鹿児島の振興を図る。

事業⑧： 直行便市場からの誘客強化

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
直行便が就航している韓国・中国・台湾・香港市場を対象に，ＳＮＳや映像・雑誌などメディア
を活用した情報発信，旅行博覧会への出展，現地セールス，旅行会社の招請等，各種プロモー
ションを強化する。

事業⑨： 戦略的市場からの誘客強化

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
直行便市場と並び戦略的に有望なシンガポール・タイ・ベトナム・欧米豪市場を対象に，ＳＮＳ
や映像・雑誌などのメディアを活用した情報発信，旅行博覧会への出展，現地セールス，旅行会
社の招請等，各種プロモーションを強化する。

事業⑩： 観光多言語ウェブサイトによる誘客強化

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
誘客力のある海外ウェブサイトの連携やコンテンツの充実など観光多言語ウェブサイトの再構築
を行いつつ，情報発信を強化する。

様式４（別紙③）



南九州市（内閣府補助事業）

薩摩川内市（国土交通省補助事業）

南さつま市（国土交通省補助事業）

南九州市（文化庁補助事業）

薩摩川内市（文化庁補助事業）

志布志市（文化庁補助事業）

志布志市（文化庁補助事業）

 （７）その他事業

事業⑪： 薩摩の小京都・知覧武家屋敷にぎわい創出事業

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
南九州市所有の知覧麓庭園をもつ西郷恵一郎邸において宿泊体験コミュニティカフェなどで使用
できるよう内装改修工事を実施する。

事業⑫： 入来麓街なみ環境整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 22 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要：
入来麓伝統的建造物群保存地区内における駐車場や観光拠点施設等の整備，道路舗装の改良等を
行う。

事業⑬： 加世田麓周辺地区街なみ環境整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 25 年度 ～ 平成 34 年度

事業概要：
麓周辺地区における歴史的街並みの整備（街かど広場整備・伝建予定地区以外の修景整備等）を
行う。

事業⑭： 南九州市知覧麓伝統的建造物群基盤強化事業

実施主体： 事業期間： 昭和 56 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 知覧麓伝統的建造物群保存地区内における修理・修景事業を実施する。

事業⑮： 薩摩川内市入来麓伝統的建造物群基盤強化事業

実施主体： 事業期間： 平成 17 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 入来麓伝統的建造物群保存地区内における修理・修景事業を実施する。

事業⑯： 志布志城跡保存整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 18 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
志布志城跡について，遺構の表示や展望所の整備，里山としての管理，斜面の崩落防止及び安全
対策を行う。山城斜面の保護工事による史跡の保存と併せて史跡公園としての整備を進めること
で見学者の増加を図る。

事業⑰： 志布志麓庭園活用整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 27 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
平成19年に国指定となった志布志麓庭園の保存管理についての指針となる保存管理計画を策定
し，計画的に整備を進め，庭園の活用・整備を図る。

事業⑱： トンボロ芸術村・ふれあい交流事業

実施主体： 事業期間： 平成 8 年度 ～ 平成 33 年度鹿児島県

事業概要：
甑島を題材とした写真，絵画，俳句，書道等の作品を島内外から公募し，入賞作品を街角ギャラ
リーで展示するほか，音楽による交流事業等を実施し，交流人口の増加と地域の芸術・文化の振
興を図る。

事業⑲： 観光牛車支援事業

実施主体： 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
牛車で出水麓武家屋敷群内を巡ることにより，日本遺産構成文化財のPR及び観光振興につなげる
事業を支援する。

出水市

事業⑳： 出水麓歴史館企画展事業

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
近世の出水麓の歴史資料を中心に展示している出水麓歴史館において，出水の歴史・文化にちな
んだ幅広いテーマで企画展事業に取り組む。

出水市

様式４（別紙③）



 （７）その他事業

事業㉑： Visit IZUMIサイン事業

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 出水市内における看板標識の統一（含　麓地区）を図る。

事業㉒： シラス像パーク事業

出水市

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 観光客を呼び込むため，出水麓武家屋敷群内に明治維新の偉人をシラスで制作する。

事業㉓： たるみず日帰りバスツアー

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度

明治維新150周年記念イベントin出水実行委員会

鹿児島県旅行業協同組合

事業概要：
垂水市の史跡や文化財等を見学し，地元産の食材を利用した昼食を取るバスツアーを実施する。
日本遺産の構成文化財も対象に含まれる。年5回実施予定。

事業㉔： 春を呼ぶ垂水土人形展

実施主体： 事業期間： 平成 25 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
江戸時代は垂水麓に居住する武士達の内職としても作られていた垂水人形を，戦前より存在する
旧家を会場として展示。垂水でも愛用されていた大島紬を着用したスタッフが対応し，垂水の歴
史案内，垂水の郷土料理のふるまい等を行う。

垂水市観光協会

事業㉕： サムライツーリズム

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 入来麓伝統的建造物群保存地区における甲冑・着物の着付け体験や茶道体験等を実施する。

事業㉖： 市指定文化財保護管理委託業務

株式会社薩摩川内市観光物産協会　外

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 市の指定文化財であり，麓地区にある旧入来邸武家屋敷と古木の保護管理を委託する。

事業㉗： 麓地区歴史的街並み形成検討事業

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度

いちき串木野市

いちき串木野市

事業概要： 麓周辺の街並み等の保存について講師を招いて検討会を開催する。

事業㉘： ウォーキング大会

実施主体： 事業期間： 平成 27 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 麓が含まれる上名地区内において地域活性と健康増進を目的としたウォーキング大会を行う。

いちき串木野市上名地区まちづくり協議会

事業㉙： ゴールデンシマヅ

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
日新公いろは歌を広めるとともに，短歌文化の創造を目的に，開催（28年度応募全国から約3万
首）。表彰式及び「いにしへの道」加世田麓まち歩きを実施する。

事業概要：
薩摩金山蔵において島津家久，豊久，戦国島津について，歴史講演会及び串木野坑道跡探訪など
を行う。

事業㉚： 南さつま「いろは」まごころ短歌大会

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

いちき串木野市総合観光案内所

南さつま市

様式４（別紙③）



南さつま市

南さつま市

南さつま市

南さつま市

南さつま市

実行委員会

実行委員会

志布志市

志布志市

志布志市

 （７）その他事業

事業㉛： いにしへの道クリーン作戦

実施主体： 事業期間： 平成 17 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
「島津日新公いろは歌」歌碑の並ぶ「いにしへの道」の清掃，益山用水路木柵化粧直し等を行
う。

事業㉜： 郷土資料館運営事業

実施主体： 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
加世田郷土資料館には島津忠良の資料を展示した「日新公室」がある。加世田鍛冶体験教室や史
跡探訪を実施する。

事業㉝： 加世田麓伝統的建造物群保存対策調査事業

実施主体： 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 加世田麓地区における武家住宅等の町並み保存を行う。

事業㉞： 登録有形文化財公開活用事業

実施主体： 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 市が所有する武家住宅（旧鯵坂家住宅）の公開・活用事業を実施する。

事業㉟： 南さつま市音声多言語案内システム業務委託

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
携帯端末から市内１５箇所の観光スポット情報にアクセスできる情報提供システムの維持管理を
行う。「加世田麓の武家屋敷」や「竹田神社」を紹介する。

事業㊱： 竹田神社夏祭り・いにしへの道ふれあい散策フェスタ

実施主体： 事業期間： 平成 17 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
県指定無形民俗文化財「士踊」の奉納，県指定有形無形文化財「加世田の水車カラクリ」の上
演，その他歴史クイズ・スタンプラリー，武家住宅公開などを実施する。

事業㊲： 加世田歳の市・加世田麓まち歩き

実施主体： 事業期間： 平成 17 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 加世田歳の市と同日に加世田麓地区のまち歩きを実施する。

事業㊳： 総合観光案内事業

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
志布志市を訪れたお客様や市民に，観光情報や特産品を紹介し，魅力を伝えることにより観光地
への誘客や特産品の販売促進を図る。(委託先：志布志市観光特産品協会)

事業㊴： 志布志の魅力大キャンペーン事業

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
市内の観光業・特産品関係業者の総合的な改善発展を図り，健全な地域経済の発展に寄与すると
ともに，民間主導の柔軟でフットワークの軽い観光振興を推進する。（補助事業であり，補助団
体は志布志市観光特産品協会）

事業概要：
志布志市の「食」や特産品，イベント等を季節ごとに情報発信を行い，観光客の誘致を行う。
(委託先：志布志市観光特産品協会)

事業㊵： 志布志市観光物産振興事業

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

様式４（別紙③）



南九州市

南九州市

南九州市

南九州市

南九州市

 （７）その他事業

事業㊶： 亀甲城跡整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 構成資産の一つである，亀甲城跡の遊歩道や頂上広場の整備，多国語案内板を設置する。

事業㊷： 知覧麓伝建地区公開施設等管理費

実施主体： 事業期間： 昭和 56 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 重伝建地区内に所在する知覧型二ツ屋民家や市所有地の適正な維持管理や公開活用を行う。

事業㊸： 史跡等保存管理事業

実施主体： 事業期間： 平成 5 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 伝建地区をはじめ国指定知覧城跡など市内全般にわたる史跡等の適正な維持管理を行う。

事業㊹： 文化財等活用整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 31 年度

事業概要：
地域推進事業（鹿児島県）の頴娃城跡・矢筈岳周辺トレッキング環境整備事業に伴うもので，麓
の構成資産の一つ知覧城跡をはじめ市内山城のバスツアーと案内説明資料の作成を行う。

事業㊺： ミュージアム知覧管理運営事業こども学芸員活動及び企画展

実施主体： 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
ミュージアム知覧では年4回の企画展開催に伴う「南薩の麓と武家集落」展の開催をはじめ子供
学芸員活動において，城と麓の街歩きを開催する。

事業㊻： 水車からくり保存事業

実施主体： 事業期間： 昭和 56 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
麓の構成資産の一つ「知覧水からくり」の人形制作，背景画作成等に伴う上演及び水車の修繕・
補修を行う。

水車からくり保存会

事業㊼： 薩南文化講演会

実施主体： 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 年に４回，麓地区や他の文化財に関連する一般対象の講演会を開催する。

事業㊽： お試し居住

南九州市

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要： 麓の民家の内装を改装し，お試し居住用の住居として使用する。

事業㊾： 国指定文化財等事業費補助金

実施主体： 事業期間： 昭和 63 年度 ～ 平成 年度

南九州市

鹿児島県

事業概要： 県指定の文化財の修復等に対して，県が補助を行う。

事業概要： 国指定の文化財の修復等に対して，県が国の補助に上乗せして補助を行う。

事業㊿： 県指定文化財保護事業費補助金

実施主体： 事業期間： 昭和 30 年度 ～ 平成 年度鹿児島県

様式４（別紙③）



事業概要：
鹿児島の魅力を積極的に国内各地に発信し，大会・会議・イベントの誘致，特産品・農産品の販
路拡大につながるようセールスやＰＲ活動を実施する。

事業概要：
国内観光客の誘致促進のため，主要都市での街頭宣伝，マスコミや関係団体等の訪問など，本市
観光のＰＲを実施する。

事業 ： プロモーション推進事業

実施主体： 事業期間： 平成 19 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
大型クルーズ船の誘致・受入体制の整備を促進するため，官民一体となった観光案内等の充実を
図る。

事業 ： 国内観光客誘致宣伝事業

実施主体： 事業期間： 昭和 59 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

事業概要：
外国人観光客の満足度を高めるため，外国人観光客の視点に立ったきめ細やかな受入体制の充実
を図る。

事業 ： クルーズ船誘致・受入事業

実施主体： 事業期間： 昭和 57 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
東アジア及び東南アジアをメインターゲットとした外国人観光客の誘致促進を図るため，各市場
の動向やニーズに合わせた継続的な観光プロモーション等を実施する。

事業 ： 外国人観光客受入事業

実施主体： 事業期間： 昭和 57 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

事業概要：
観光地周遊バスであるカゴシマシティビューの運行を充実し，観光客の利便性・快適性の向上を
図る。

事業 ： “世界を視野に”外国人観光客誘致宣伝事業

実施主体： 事業期間： 平成 18 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
史跡・銅像などのライトアップ，歓迎サインタワーの維持管理，その他観光施設等の維持管理を
行う。

事業 ： カゴシマシティビュー事業

実施主体： 事業期間： 平成 5 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

事業概要：
市内観光地・施設や道路の要所に観光案内板を整備し，国内外からの観光客の利便性を向上す
る。

事業 ： 観光施設維持管理事業

実施主体： 事業期間： 昭和 55 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
ボランティアガイドの案内を聞きながら，気軽に鹿児島の歴史・文化を楽しめる「鹿児島ぶらり
まち歩き」や，主要観光地点等で観光案内を行う。

事業 ： 観光案内板等整備事業

実施主体： 事業期間： 昭和 55 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

事業概要：
鶴丸城御楼門の復元への取組に対し，県及び市で支援を行うことにより，歴史・文化ゾーンの魅
力向上を図る。

事業 ： 鹿児島ぶらりまち歩き推進事業

実施主体： 事業期間： 平成 20 年度 ～ 平成 年度

 （７）その他事業

事業 ： 鶴丸城御楼門復元支援事業

実施主体： 事業期間： 平成 26 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

様式４（別紙③）



鹿児島市

事業概要：
指定文化財としての普遍的価値を尊重しながら，貴重な緑を次世代に継承するため，城山公園の
園路整備等を行う。

事業 ： 文化薫る地域の魅力づくりプラン推進事業

実施主体： 事業期間： 平成 24 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要： 市民・事業者等の協力のもと，愛着と誇りが持てる景観形成を推進する。

事業 ：

事業概要：
多言語に対応した施設環境の整備など外国人観光客の受入体制を充実し，施設の利用促進を図
る。

事業概要： 文化財をホームページや刊行物を通して情報発信し，市民に幅広く周知・広報する。

事業 ： 美術館における外国人観光客利用促進事業

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

事業概要： 文化財の保護活用及び公開を行うことにより，文化財愛護思想の普及を図る。

事業 ： ふるさと文化財発見事業

実施主体： 事業期間： 平成 18 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
文化薫る地域の魅力づくりプランに基づき，美術，音楽，伝統芸能などを含めた幅広い分野の文化資源を生
かした様々なイベント等を実施することにより元気な地域づくり・人づくりを推進する。

事業 ： 文化財保護管理事業

実施主体： 事業期間： 昭和 37 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

城山公園自然の森再生事業

実施主体： 事業期間： 平成 21 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 「稼ぐ観光」の実現に向け，先進的な観光の取組を行う民間事業者の事業展開を支援する。

事業 ： 次世代につなぐ景観誘導事業

実施主体： 事業期間： 平成 21 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

事業概要：
鹿児島市版ＤＭＯの設立に向けて，鹿児島観光コンベンション協会の体制の充実・強化を支援す
る。

事業 ： 観光事業創出支援事業

実施主体： 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
修学旅行誘致を促進するため，修学旅行の自主研修で使用できる修学旅行マップ・ガイドを作成
する。

事業 ： 鹿児島市版ＤＭＯの推進

実施主体： 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

事業概要：
本市観光の魅力について，テレビＣＭや番組，雑誌，ウェブ等を活用したメディアミックスによ
るＰＲを行うとともに，観光ホームページによる情報発信を行う。

事業 ： 修学旅行誘致事業

実施主体： 事業期間： 平成 26 年度 ～ 平成 年度

 （７）その他事業

事業 ： メディア等活用宣伝事業

実施主体： 事業期間： 昭和 55 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

様式４（別紙③）



事業概要：

事業概要：

事業 ：

実施主体： ： 事業期間： 平成 年度 ～ 平成 年度

事業概要：

事業 ：

実施主体： ： 事業期間： 平成 年度 ～ 平成 年度

事業概要： 国特別天然記念物「蒲生のクス」の樹勢回復と継続的な維持管理を図る。

事業 ：

実施主体： ： 事業期間： 平成 年度 ～ 平成 年度

事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 34 年度

事業概要：
日本遺産に取組む協議会に対して負担金を拠出して，協議会の安定的な運営を支える。（各市も
負担金を拠出する）

事業 ： 文化財保護管理事業

実施主体： 事業期間： 平成 22 年度 ～ 平成 年度姶良市

姶良市

事業概要： 文化財の保護活用及び公開を行うことにより，文化財愛護思想の普及を図る。

事業 ： 蒲生のクス天然記念物再生事業

実施主体：

事業概要： かごしまメルヘン館の管理運営を指定管理者に委託し，効率的で積極的な運営を図る。

事業 ： かごしまの日本遺産等魅力発信事業

実施主体： 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 年度

事業概要： かごしま近代文学館の管理運営を指定管理者に委託し，効率的で積極的な運営を図る。

事業 ： メルヘン館管理運営事業

実施主体： 事業期間： 平成 9 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島県

事業概要：
歴史・文化ゾーンにおける観光資源である美術館において，特別企画展及び小企画展等を開催
し，郷土や国内外の優れた美術品を展示する。

事業 ： 近代文学館管理運営事業

実施主体： 事業期間： 平成 9 年度 ～ 平成 年度

事業概要：
歴史・文化ゾーンにおける観光資源である美術館の施設設備等を整備し，良好な展示環境や観覧
者の安全確保を図る。

事業 ： 美術館企画展等の開催

実施主体： 事業期間： 昭和 60 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

鹿児島市

 （７）その他事業

事業 ： 美術館施設整備事業

実施主体： 事業期間： 平成 23 年度 ～ 平成 年度鹿児島市

様式４（別紙③）


